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■ 研究実施の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラファイトを層間剥離させて合成した酸化グラフェン（GO）ナノシートを用いてバ

イオマスの有用成分への触媒的転換について検討した。酸化グラフェン表面に多数存在

する酸素官能基を足場にして、その表面改質を行った。GO 表面に存在するエポキシ基

とアミンとの反応を利用すれば GO 表面にアミンやスルホン基を導入できることを明ら

かにした。また GO 単独でも固体酸として機能することを確認した。 

 合成した GO を用いて廃油からのバイオディーゼルの合成反応に応用した。まずはオ

レイン酸とメタノールの反応による脂肪酸メチルエステルの合成を GO を触媒として用

いてマイクロ波照射下で行った。マイクロ波出力 200W、反応時間 5 分の条件で、GO

は約 90％の収率で脂肪酸メチルエステルを生成できることがわかった。この反応率は固

体酸である Amberlyst-15、ZrO2-SO3H を使用した場合の 45 および 50%に比べると

非常に大きく、GO がこの反応に有望な触媒であることを明らかにできた。また、同じ

く GO を用いて 200W の反応条件でセルロースの加水分解反応を行ったところ、反応時

間 5 分でグルコースへの加水分解が生じ、反応時間 60 分で 47％のグルコース収率を得

た。さらに、グルコースが一部ギ酸やヒドロキシメチルフルフラールへと更に転化され

ることを見出した。また、GO 上に金ナノ粒子を担持させた触媒を合成し、その活性を

調べたところ、特にグルコースの部分酸化について良好な活性を示すことを明らかにし

た。 


